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が成立する場合に、この流体はNewton流体であるとか Newton的な粘性をもっとか言う o 簡単












σ=σy+ηIp"t (す>0) (2) 
あるいは
J 0 (1σ1<σy) 
























































K(s) ~η 8(s) 
とすれば式(5)はNewton粘性 (1)に帰着し、
I G (s > 0) 
K(s) = < 



















































象である o これは粘性係数が ηcx-t-1のような特異的な7依存性をもっ、と言い換えられ、さら
に、式(9)が成立するものとすると、緩和時間が
























































































































































ァー α+bσ2 (16) 










































u=一mgfω 1-mgf叫 2十jk伶 -01ー β)2 (19) 
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